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記事 

 献穀田抜き穂式 

 人・農地関連法が成立 基盤強化法などの改正実施 

 特集 農業委員会の仕事 農地所有適格法人 

 コラム「米は飯だけではない‼」 

 
 

表紙 山中温泉・鶴仙渓の紅葉 
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献
穀
田
御
抜
穂
式(

お
ん
ぬ
き
ほ
し
き)

が
開
催 

 
新
嘗
祭
へ
刈
乙
女
（
か
り
め
）
が
収
穫 

 

前
回
、
宮
中
行
事
の
新
嘗
祭
で
用
い
る
新
米

を
栽
培
す
る
「
御
田
植
式
」
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
９
月
19
日
に
御
抜
穂
式
が
同
南
郷
町
、

津
川
与
三
衛
さ
ん
の
「
献
穀
田
」
で
営
ま
れ
ま

し
た
。 

式
典
で
は
馳
浩
知
事
、
宮
元
陸
加
賀
市
長
、
向

出
勉
県
議
、
稲
垣
清
也
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
４
人
の
刈
乙
女
が
、
黄

金
色
に
実
っ
た
県
産
米
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
の

稲
穂
を
丁
寧
に
抜
き
と
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
収
穫
し
た
米
は
11
月
23
日
の
新
嘗

祭
で
宮
中
に
供
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

人
・
農
地
関
連
法
が
成
立 

基
盤
強
化
法
な
ど
の
改
正 

 

令
和
５
年
４
月
１
日
に
農
地
関
連
法
の
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。
各
自
治
体
が
公
表
し
て

い
る
地
域
農
業
の
将
来
計
画
で
あ
る
こ
れ
ま

で
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
「
地
域
計

画
」
と
名
称
を
変
え
ま
す
。 

改
正
の
背
景
と
し
て
、
担
い
手
の
高
齢
化

や
就
農
者
の
減
少
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

「
地
域
計
画
」
を
見
直
し
て
、
生
産
の
効
率

化
、
IT
を
駆
使
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
、
農
地
の
集
約
化
・
集
積
化
等
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
材
の
確

保
・
育
成
が
必
要
な
の
で
す
。

 

 

農
業
委
員
の
役
割
・「
地
域
計
画
」
と
は 

 

地
域
計
画
の
策
定
の
た
め
、
関
係
者
が
話

し
合
い
、
農
地
利
用
を
示
し
た
１０
年
後
の

「
目
標
地
図
」
を
作
成
し
ま
す
。 

各
地
区
農
業
委
員
会
は
、
次
の
３
点
を
勘

案
し
て
「
目
標
地
図
」
の
素
案
を
作
成
し
ま

す
。 

 

具
体
的
に
は
、
各
地
区
農
業
委
員
会
は
ア

ン
ケ
ー
ト
や
戸
別
訪
問
を
行
い
、
各
地
区
農

業
者
の
意
向
を
把
握
し
ま
す
。
さ
ら
に
調
査

し
た
「
所
有
者
の
意
向
」
や
「
耕
作
者
の
年

齢
」
等
で
地
図
を
色
分
け
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
関
係
者
と
の
話
し
合
い
の
中

で
、
10
年
後
の
「
目
標
地
図
」
を
完
成
さ

せ
る
の
で
す
。 

 目
標
地
図
の
イ
メ
ー
ジ 

 

●
 

人
の
確
保
・
育
成

●
 

農
地
の
集
約
化
等

●
 

地
域
計
画
の
策
定

改正の柱

③ ② ①

そ
の
他
当
該
農
用
地
の
効
率
的

か
つ
総
合
的
な
利
用
に
資
す
る

情
報

当
該
農
用
地
を
保
有
し
、

又
は

利
用
す
る
者
の
農
業
上
の
利
用

の
意
向

区
域
の
農
用
地
の
保
有
及
び
利

用
状
況

抜穂式の儀を行う「刈乙女」 
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特
集 

 
農
業
委
員
会
の
仕
事 

農
地
所
有
適
格
法
人 

 

今
回
は
、
農
業
委
員
会
の
仕
事
の
一
つ
と
し

て
、
農
地
所
有
適
格
法
人
の
お
話
で
す
。 

 農
地
所
有
適
格
法
人
と
は 

 

法
人
が
農
地
の
権
利
を
取
得
す
る
際
に
、
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
件
で
す
。 

但
し
、
解
除
条
件
付
貸
借
の
場
合
は
、
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
農
業
委
員
会
だ
よ
り
9
号
で
も
ご
説
明

し
た
と
お
り
で
す
。 

 

農
地
所
有
適
格
法
人
制
度
は
、
以
前
は
農
業

生
産
法
人
制
度
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
法
人
の
多
く
は
、
名
刺
や
看
板
に

農
業
生
産
法
人
と
い
う
肩
書
き
を
つ
け
、
そ
の

後
に
法
人
の
種
類
と
し
て
株
式
会
社
や
有
限
会

社
、
農
事
組
合
法
人
○
○
と
名
乗
る
ケ
ー
ス
が

よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

平
成
27
年
の
農
地
法
改
正
後
、
法
人
名
を
変

更
し
た
法
人
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
が

農
地
法
３
条
に
基
づ
い
て
審
査
す
る
際
の
要
件

に
過
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、
法
人
名
を
変
更
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

農
地
を
所
有
す
る
た
め
の
要
件
の
一
つ 

 

農
地
所
有
適
格
法
人
で
あ
る
こ
と
は
、
農
地

の
権
利
を
取
得
す
る
際
の
要
件
の
一
つ
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。 

そ
の
ほ
か
の
要
件
と
し
て
、
農
地
法
第
3
条

で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
全
部
効
率
利
用
、
下

限
面
積
（
令
和
５
年
度
よ
り
撤
廃
の
予
定
）
、
地

域
調
和
の
要
件
も
同
時
に
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

継
続
的
な
確
認
が
必
要 

 
要
件
は
、
農
地
の
権
利
を
保
有
し
て
い
る
間
、

継
続
的
に
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

毎
年
そ
の
法
人
の
事
業
年
度
が
終
わ
っ
た
ら

３
か
月
以
内
に
農
業
委
員
会
に
報
告
書
を
出
す

必
要
が
あ
り
、
農
業
委
員
会
が
こ
れ
を
確
認
し

ま
す
。
農
業
委
員
会
は
、
農
地
所
有
適
格
法
人

の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
法
人

に
対
し
て
勧
告
す
る
な
ど
、
農
地
所
有
適
格
法

人
の
要
件
適
合
性
を
担
保
す
る
た
め
の
措
置
を

講
じ
ま
す
。 

要 件 概　　　　　　　　　要

法人形態
農協法の農事組合法人、会社法の株式会社（ただし株式を公開していないこと）、
合名会社、合資会社、合同会社のいずれかであること。

事 業 主たる事業が農業と関連事業で、売上げの５０％超であること。

議 決 権

総議決権の５０％超が「農業関係者」が保有していること。
なお、「農業関係者」とは、農地提供者、法人の常時従事者、主な農作業を委託し
ている者、アグリビジネス投資育成会社や中間管理機構を通じて農地を貸している
個人、ＪＡなど。

役 員

過半が原則として１５０日「農業（関連事業含む）」に従事する「構成員」である
こと。また、「理事等」又は「農業について権限と責任を有する使用人（地域との
調整役として責任をもって対応できる者）」のうち１人以上の者が原則として年間
６０日以上「農作業」に従事していること。

農地所有適格法人の要件
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コ
ラ
ム
「
米
は
飯
だ
け
で
は
な
い
‼
」 

 
残
念
な
こ
と
に
二
〇
一
〇
年
か
ら
、
一
世
帯

の
米
購
入
金
額
が
、
パ
ン
の
そ
れ
に
負
け
始
め

ま
し
た
。
小
麦
消
費
量
の
13
％
は
、
国
産
で

す
が
、
米
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
自
給

出
来
て
い
ま
す
。
現
在
、
狭
い
国
土
の
日
本
で

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
自
給
出
来
る
農
産
物
は
米

ぐ
ら
い
で
す
。
在
庫
米
を
悪
物
の
よ
う
に
言
う

風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
貿
易
が
困
難
に
な
っ
た

時
に
頼
り
に
な
る
の
は
米
で
す
。 

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
日
本
で
は
、
米

の
消
費
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
食
生
活
の
変

化
に
伴
っ
て
根
本
的
に
消
費
者
が
、
米
を
使
わ

な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
残
念
と
、
米
粉
に
挑
戦

し
た
の
で
す
が
、
実
に
何
に
で
も
使
え
ま
す
。 

米
粉
と
い
う
の
は
、
料
理
の
小
麦
粉
、
片
栗

粉
の
代
わ
り
に
な
り
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
米
粉

の
方
が
扱
い
易
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
一
般

家
庭
で
、
米
を
粉
に
挽
く
の
は
、
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
米
か
ら
、
ス
イ
ー
ツ
を
作
っ
た
ら
と

思
い
立
ち
ま
し
た
。
確
か
に
米
や
米
粉
の
ス
イ

ー
ツ
や
パ
ン
の
本
は
あ
り
ま
す
が
、
若
干
時
間

も
掛
か
り
、
難
し
い
場
面
も
あ
り
ま
す
。
米
を

食
べ
て
も
ら
う
に
は
、
「
美
味
し
さ
」
も
大
切

で
す
が
、
忙
し
い
現
代
で
は
、
「
簡
単
」
・
「
早

い
」
も
大
き
な
要
素
で
す
。
今
回
、
拙
宅
に
あ

る
玄
米
（
加
賀
若
美
谷
産
）
で
、
台
所
に
あ
る

普
通
の
道
具
を
使
っ
て
手
早
く
作
っ
て
み
ま
し

た
。
今
回
、
玄
米
で
す
が
、
白
米
で
も
、
同
じ

で
す
。 

   

野
菜
の
ケ
ー
ク
サ
レ 

 

【
材
料
】 

① 

玄
米
一
合
を
一
晩
浸
水
さ
せ
た
も
の 

② 

豆
乳
か
牛
乳
か
水
を
一
〇
〇
㏄ 

③ 

米
油
50
㏄ 

④ 

塩
小
さ
じ
6
分
目 

⑤ 

胡
椒
好
み
量 

⑥ 

玉
ね
ぎ
中
一
個
を
み
じ
ん
切
り
に
し
て

六
〇
〇
W
で
３
分
レ
ン
チ
ン
し
た
も
の 

⑦ 

ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
６
ｇ 

【
作
り
方
】 

❶ 

①
〜
⑤
を
な
め
ら
か
に
な
る
ま
で
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
る
。 

❷ 

⑥
⑦
を
加
え
軽
く
ミ
キ
サ
ー
を
回
す
。 

❸ 

油
を
塗
っ
た
ケ
ー
キ
型
に
❷
を
流
し
入

れ
る
。 

❹ 

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
二
〇
〇
度
で
25

分
焼
く
。
焦
げ
そ
う
に
な
れ
ば
ア
ル
ミ

で
覆
う
。 

チ
ョ
コ
ケ
ー
キ 

 

基
本
的
に
ケ
ー
ク
サ
レ
と
同
じ
で
す
。 

【
材
料
】 

④
を
蜂
蜜
大
さ
じ
３
、
⑤
を
コ
コ
ア
大
さ
じ

３
、
⑥
を
卵
２
ケ
に
変
え
る
だ
け
で
す
。 

【
作
り
方
】 

⑦
以
外
を
滑
ら
か
に
し
た
後
、
⑦
を
加
え
軽
く

ま
わ
し
、
ケ
ー
キ
型
に
入
れ
、
焼
き
ま
す
。 

（
田
端
委
員
） 

    

編
集
後
記 

今
年
の
夏
は
荒
天
続
き
で
、
８
月
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
出
発
式
の
中
止
も
あ
り
、
献
穀
田
御
抜

穂
式
の
日
に
目
掛
け
、
台
風
が
接
近
し
て
き
た

の
で
、
開
催
で
き
る
か
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
が
、

台
風
が
や
っ
て
く
る
前
に
開
催
で
き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
９
月
末
か
ら
は
、
各
委
員
が
担
当

エ
リ
ア
を
、
恒
例
と
な
っ
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。 

今
般
、
国
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
調
達
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
パ
ト
ロ
ー
ル
の
や
り

方
も
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。 


